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型
コ
ロ
ナ
の
第
４
波
に
よ
り
、

緊
急
事
態
宣
言
が
６
月
20
日

ま
で
延
長
と
な
っ
た
。
日
本

経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
当
然
気
に
な
る

が
、
そ
の
一
つ
の
判
断
材
料
と
な
る
の

が
、
先
般
内
閣
府
が
公
表
し
た
「
四
半

期
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
速
報
」（
２
０
２
１
年
１
～

３
月
期
・
１
次
速
報
）
だ
ろ
う
。

　
こ
の
速
報
値
に
よ
る
と
、
21
年
１
～

３
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
期

比
▲
１
・
３
％
で
あ
り
、
20
年
度
は
前

年
度
比
▲
４
・
６
％
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
最
大
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の

落
ち
込
み
は
、
08
年
度
の
米
国
を
震
源

地
と
す
る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

も
の
で
、
成
長
率
は
▲
３
・
６
％
だ
っ

た
が
、
今
回
は
そ
れ
を
上
回
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
マ
ク
ロ
経
済
的
に
コ
ロ

ナ
シ
ョ
ッ
ク
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

上
回
っ
た
と
い
う
論
調
が
マ
ス
コ
ミ
で

強
い
が
、
こ
の
見
方
は
正
確
で
は
な
い
。

　
次
の
ケ
ー
ス
１
と
ケ
ー
ス
２
を
比
較

す
る
と
分
か
る
。
ケ
ー
ス
１
は
、
シ
ョ

ッ
ク
直
前
ま
で
５
％
の
成
長
、
シ
ョ
ッ

ク
後
の
成
長
率
が
１
％
に
落
ち
込
ん
だ

場
合
。
ケ
ー
ス
２
は
、
シ
ョ
ッ
ク
直
前

ま
で
１
％
成
長
、
シ
ョ
ッ
ク
後
の
成
長

率
が
▲
１
％
に
落
ち
込
ん
だ
場
合
だ
。

通
常
シ
ョ
ッ
ク
後
の
成
長
率
が
マ
イ
ナ

ス
の
ケ
ー
ス
２
の
方
が
シ
ョ
ッ
ク
は
大

き
い
と
判
断
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
は
間
違
い
だ
。
シ
ョ
ッ
ク
前
後
で
、

ケ
ー
ス
２
は
２
％
し
か
落
ち
込
ん
で
お

ら
ず
、
ケ
ー
ス
１
は
４
％
も
落
ち
込
ん

で
い
る
か
ら
だ
。

　
す
な
わ
ち
、
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
さ
は
、

「
シ
ョ
ッ
ク
前
か
ら
後
に
か
け
て
の
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
落
ち
込
み
幅
」
で

評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
内
閣
府
の
デ

ー
タ
で
は
、
07
年
度
の
成
長
率
は
１
・

１
％
、
19
年
度
は
▲
０
・
５
％
で
あ
る

か
ら
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
後
の
落

ち
込
み
幅
は
４
・
７
％
（
＝
１
・
１
％

－
▲
３
・
６
％
）、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

前
後
の
落
ち
込
み
幅
は
４
・
１
％
（
＝

▲
０
・
５
％
－
▲
４
・
６
％
）
と
な
る
。

こ
の
数
値
が
妥
当
な
場
合
、
今
回
は
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
超
え
て
い
な
い
。

　
た
だ
、「
四
半
期
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
の
２
次

速
報
の
数
値
に
よ
り
、
こ
の
値
が
変
化

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
現
時
点

で
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
に
匹
敵
す
る
の
は
数
値
か
ら
明
ら

か
だ
。
経
済
回
復
の
起
爆
剤
と
さ
れ
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る

な
ど
、
経
済
シ
ョ
ッ
ク
の
最
小
化
に
向

け
て
、
政
府
に
は
戦
略
的
な
対
策
を
期

待
し
た
い
。
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2019年度から20年度における
実質GDP成長率の落ち込み幅
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